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〇全ロセンサー搭載 

セン ヴー コン □ 


家庭用 


け表品名コード 

C3GK2RSQ1L/R 

型式名 

C3GK2RSL/R 


このたびは、八ーマンのガスビルトインコン□をお買い上げいただき、まことにありびとうございます。 

この取扱説明書をよくお読みのラえ、正しくお使いください。 

〇この取扱説明書は、いつでも利用でさる場所に大切に保管してください。 

〇この取扱説明書の38ページび保証書になっています。お買い上げ曰、販売店名、保証内容などをよ<巧認し、 
大切に保管して < ださい。 

〇来客者などび機器を使用するときは、その前におず取扱説明書の内容を説明してください。 

〇本書を紛失された場合や、ご不明な点びあればお買い上げの販売店または、ちよりの興社(裏表紙連絡先参照）に 
お問い合わせください。 


ま全なご利用のために 

各部のなまえ •••• 1 ■ 
必ずお守りください（安全上のを意） • • • • 3 ■ 

周囲の防乂措置（機器の設置）について ••-12 ■ 
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こんなとさち、あわてないで 


参乂びつかない 
♦义び消えてしまラ 
♦义びルさくなってしまう 

Si センサーコン□のまぶぃまを機能です。 

{詳しくは、32ぺージを参照してくださし、。） 


長くご利用いただくために 

お手入れ 
安む-安全機能 
Q&A (よくあるご質問） 
故障かな？と思った b 
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I 各部のなまス 


※操作部のパネルやシートなどに保護シートび貼ってある場合びあります。ご使用の際には、取り外してください。 
※イラストは、高火カコン□びちタイプで説明しています。 



グリル受け皿 
(クリア〕ートカに) 

グリル JW 


グリルとび5ガラス 

グリルとび5 
(グリルとび5取っ手) 
































































コン□調理部 

局义力 • 標準 コン □ 化^1ン〇 

パと く 



パーナーキヤップのお状 
をコン □ 


温度センサー 



みぐ-カ パーリング 


点义プラグ 


f — ナーキヤップ •: 
立消えちを装置 



※高义カコン□には、バーナ ー 
キャップに 「H」 マークを表示し 
ていまず。 


※取り付けち法については、『お手入れ』に己〜2己ぺージ)を参照してください。 


ン□用 


コン□-グリル操作部(パネル） 

《高火カコン□びちタイプの場合。 


义力調節つまみ 
(1 已ページ） 

点义/消义ボタン 
点义 マーク 
(1 已ページ） 

□ックつまみ- 
、 （14 ページ） 

電池交換サイン ー ' 

に3ページ） 


後コン□巧 


.. . 〜■、、一 〜 


义力調節つまみ - 

(1 已ページ） 

点义/消义ボタン-点义 マーク^ 

(1 已ページ） 

□ックつまみ - 

一 （14 ページ） 


グ U ル用 



义力調節つまみ — 

(21 ぺージ） 

点义/消义ボタン 
点义 マーク 

(21 ぺージ） 

グリル燃焼ランプ- 

に 1 ぺージ） 

□ックつまみ- 

(1 4ページ） 


高义カコン□用 


. . 




—1 一つ ロック恒巧 

か」ル 、T 



义力調節つまみ - 

(1 已ページ） 

点义/消义ボタン-点义マーク ー ■ 

(1 已ページ） 

□ックつまみ - 

(14 ページ） 


高义カコン□操作部(シート) 


ち高义カコン□タイプ 左高火カコン□タイプ 


ちコン □ 左コン □ 

— — — — — — — — > 0 — — — — — — — N 



2 . 
















































































ぶ、ずお守りください(安全上のま意）① 


ま全に正しく使用していただくために必ずお読みください 


使用されるちや他のちへの危害-財産への損害を未然に防止するために、つざのよラな区分- 
表示をしています。 

いずれち安全に関する重要な内容ですので、必ずお守りいたださ、内容を理解して正しく使用 
してください。 


■を書-損書の程度による内容の区分 


IA 危険1 

このまおを無視して誤った取扱いをすると、人び死 t または重傷を負ラ危険または、 
火災び切迫して生じることび想定される内容です。 


A 警告 


この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t または重傷を負う可能性または、 
火災び想定される内容です。 


A ま意 


この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性および物的損害 
のみび発生する可能性び想定される内容です。 


お願い 


安全に快適に使用していただくために、理解していたださたい内容です。 


■注意-禁止内容の絵表示 


Q 必ず守る 

^換気する 

0 m ± 

の <) 火気禁止 

分解禁止 

® 接触禁止 




ガス漏れに気づいたときは、下記の手順に従う 


〇 ①すぐに使用をやめ、ガス栓を閉じる。 

②窓や戸を開け、ガスを外に出す。 

ぉず守 a ③お買い上げの販売店または、ちよりのガス 
事業ち(供給業ち)に連絡する。 



ガス漏れ時は、絶対に 


/ T 、 • 义をつけない 

• 電気器具(換気扇など）のスイッチの入 • 


义気禁止 しない 


• 電源プラグの抜き差しをしない 
• 周辺で電話を使用しない 


切を 


乂や乂花で引乂し、 义災の原因になります。 
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使用するガスについて 


〇 銘板に表示しているガス(ガスグループ)で使用する 

お居されたときも供給ガスの種類び、銘板の表示と一致していることを確認する 

表示 L ソ外のガスで使用すると、 不完全燃焼による一酸化炭素中毒や爆発着义によるやけど、機器が故障 
する原因になります。 供給ガスびわか日ない場合はお買い上げの販売店または、ちよりのガス事業ち(供 
給業者)にお問し^合わせください。 



应警告 


义災予防のために 


■ 


設置の際には 


〇 機器の設置（取り付け、取りがし）- 
移おおよび付帯工事は、お買い上げ 
の販売店または、もよりのガス事業 
ち(供給業ち)に依頼する 

ガス配管接続には郭职資格-技術び必要です。 


〇 機器周囲の改装（吊り戸棚を付けるな 
ど）については、お買い上げの販売店 
に相談する 

ご自分で改装されると、設置基準上問題にな 

る場合びあり、 义災の原因になります。 


〇 機器を設置するとさは、可燃性の部 
分か5十分離して設置する 

当該地区の巿•巧.村の条例で定め日れてい 
ます。必ず守ってください。 

距離を確保でさない場合は、別売の 
防熱板を取り付ける 

防熱板を取り付けなかった場合、 义災の原因 

になります。 

-離隔距離については] 2ページを参照して 
ください。 

隱板の購入は、お買い上げめ販売店または、 
ちよりの弊社(裏表紙連絡先参照）にお問い 
合わせください。 


機器をご使用の際には 


〇 

必ず守る 


使用中に異常燃焼、異常音、臭気などを感じたときや地震、义災などの緊急の場合は、 


下記の手順に従ラ 

① 消乂する。（点火/消火ボタンを「消火の状態」にする。） 

② ガスをを閉じる。 

③ お買い上げの販売店または、ちよりのガス事業ち(供給業 
ち）に連絡する。 

义災や一酸化炭素中青のおそれびあります。 


① 




消义の状態 



〇 使用後は消义を確認する 

义災や思わめ事故の原因になりまず。 

必ず守る※就寝や外出時はガスをち閉じてください。 
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ぶ、ずお守りください(安全上のま意） （§) 


应警告 


义災予防のために 


機器をご使用の際には 


0 义をつけたまま離れない、就寝やが 
出をしない 

s 料理中のちのび焦げたり燃えたりするなど、 

义災の原因になりまず。 

※とくに天ぷらや揚げちの調理、グ U ルを使 
用しているとさはを意してください。 

電話や来客の場合は、一旦火を消してください。 


0 トツププレートに衝撃や荷重を加え 
ない、上にの5ない 

トッププレートび変形し、 異常過熱や义災の 

原因になります。 




0 引义のおそれのあるちの（スプレー、 
ガソリン、ベンジンなど）は機器の近 
禁止 くで使用しない 

义災の原因になりまず。 


0 燃えやすいをのを機器の近くに置か 
ない 

" 機器の上や周囲に燃えやすいちの（ペットボ 
トル、調理油など）、引乂のおそれのあるち 
の（スプレー宙、カセットコン□用ボンベなど） 
を置かないでください。 

於が D 原因 や、熱でスプレ ー m の圧力び上びり、 
スプレー宙が爆発ずる原因になりまず。 



コン□部をご使用の際には 


0 センサー解除モードを使用するとさは、 
揚げちのなどの調理はしない 

-A センサー解除モードでは、天ぷ日油過熱防止 
機能の消火温度び高くなっていますので、調 
理由び過熱され発火し、 火^の原因になりまず。 

(センサー解除モードについては、]7ペー 
ジを参照してください。） 


0 耐熱ガラス容器や±鍋など、熱び伝 
わりにくい容器で油料理しない 

" ^ 天ぷ5油過熱防止機能び正しくはた日かず、 
調理油び発火し、 义災の原因になりまず。 


0 鍋などびトッププレー 
卜か5はみ出した状態 
" ^では使用しない 

义災や機器焼損の原因になり 
まず。 



0 

禁止 


温度センサーの上面と鍋底やフライパンの底などび密着 
していないときは使用しない 

鍋底に密着しないとさやミちれび付着しているとさは、温度センサー 
び正しくはた日さません。 

-調理油の量に関係なく調理油び発火し、 义災の原因になります。 

-焦げつき自動消火機能び正しくはた日かない場合びあります。 



さび巧れ 
異物などが付着 


みきずき間 


0 アルミはく製しる受け、省エネごとくなど指定 
むがの補助員は使わない 

" ^ 一酸化炭素中青のおそれや機器の異常過熱により塗装の 
変色-はく離-機器焼損-変形の原因になりまず。 






















































义災予防のために 


コン□部をご使用の際には 


0 

禁止 


コン□をおおラよ 
うな大きな鉄ホ反や 
鍋は使わない 
义災やす完全燃焼の 
原因になります。 



0 

禁止 


焼網は使用しない 

トッププレートに落ちた油など 
び発火したり、 機器の異常過熱 
により塗装の変色•はく離•機 
器巧損-変おの原因になりまず。 



揚げもの調理の際には 


〇 揚げものは食材全体び十分につかるまで調理油(形ず200 mL 
— LU 上)を入れて行ラ 

調理油の量び少なかったり、減ってきたりすると、 発义ずるおそれびあります。 
とくにフライパンなどの底び広い鍋で揚げちのをする際は、を材全体び 
調理油に十分につかっていないと、 発义ずるおそれびあります。 



食巧全体びつかるまで 


0 

禁止 


を凍食材を鍋の底面中央に密着させた状態で揚げらのをしない 

鍋の底面中央(温度センサーの接触位置）に冷凍食材び密着した状態で揚 
げちの調理をすると、温度センサーび鍋底の温度を正しく検巧しないた 
め、 発义ずるおそれびありまず。 食材は中央部を避けて置いてください。 


;令ま食材 


調理油 


rMA 


0 を凍食材を網の底面中央(温度セン 
ヴーの接軸位置)に密着させない 



0 複数回使った調理油で揚げものをしない 

何回ち使用して茶掲色に変色した調理油、にごった調理油、揚げカスなどび沈んだまま残っている調理 
" ^油は使巧しないでください。 発义が起こりやすくなる場合がありまず。 

0 揚げすぎない 

豆腐などの水分の多いちのや、巧つさのコ□ッケなどの破裂しやすいちのは、とくにを意してください。 

«^揚げすざると油び飛び散り、 発义や、やけどのおそれびあります。 


グリル部をご使用の際には 


〇 グリル使用前はグリル庫内を点検ずる 

グ U ル庫内に食品くず、脂くず、布などびあ 
必ず守るると、使用中に発乂し、 义災や機器損傷の原 

因になりまず。 


〇 グリ J レ使用後および連続使用ずるとさは、 
グリル受け皿にたまつた脂を取り除く 

^"^33 たまった脂び発火し、 义災や機器損傷の原因 

になりまず。 


0 グリル排気□①上にふきんやタオルな 
どをのせない 

^ 义災や不完全燃焼の原因になります。 


0 

禁止 


グリル受け皿にグリ 
ル石やグリルシート 
などを入れない 

たまった脂び発火し、 

义災や機器損傷の原因 
になりまず。 



0 脂びをく出る料理に 
は、グリル焼網の上 
禁止 や下にアルミはくを 

敷かない 

アルミはくの上にたまった 
脂び発义し、 义災や機器損 
傷の原因になります。 

※鶏肉や脂びのったさんまなどは脂び多く出ます。 



点検の際には 


^ 絶対に改造-分解は行わない 

W 改造•分解をすると 一酸化炭素中青などによる死 t 事故のおそれがありまず。 また、 义災の原因になり 

分解禁止 〇 
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ぶ、ずお守りください(安全上のま意） @ 


A まミ 


义災予防のために 


機器をご使用の際には 


〇 使用するバーナー①点义/消义ボタ 
ンを確認して操作する 

間違って操作すると、別のパーナーび点火して、 

义災や思わめ事故の原因になりまず。 


〇 点义したときはバーナーび着义した 
ことを確認する 

0^33着火していないと、 义災ゃ一酸化炭素中毒、 
思わめ事故の原因になりまず。 


0 


調理むがの用途には使用しない 

練炭の乂起こしやを類(ふさんなど)の乾燥な 
どに使用しないでください。 過熱•異常燃焼 
による機器焼損 やを類などび落下して 义災の 
原因になります。 



グリル部をご使用の際には 


〇 魚などの焼さすざに注意する 

魚などび燃え、グ U j レ排気口か日炎び出るこ 

0ず 3 るとびあり、 义災の原因になりまず。 


〇 異なる調理物(巧き上げの早い調理物、遅 
い調理物)を同時に焼くときは注意する 
焦げたり、 発义ずるおそれがあります。 


0 鶏肉やサンマなどの脂のをい食材を 
焼くと、飛び散った脂に引义して瞬 
^ 4間的にグリル排気□か5炎び出る場 
合びあるのでま意する 
やけどや义災などの原因になりまず。 


〇 グリル使用中、調理物び発义した場合は、下記の手順に従う 

①点乂/消火ボタンを巧し、機器のノ（ーナーを消火する。 

必ず守る ②炎び消えるまでグ I 」ルとびらを開けない。 

③消乂後、お買い上げの販売店または、ちよりのガス事業を(供給業ち)に連絡する。 
手順に従わなかった場合は、 义災の原因になりまず。 


拉迂忌 


ガス事故防止のために 


設置の際には 


〇 ;ち暖房装置の吹き出し□の近くや、強い風び吹さ込む場所には設置していないことを 
確認する 

义が途中で消えたりす完全燃焼の原因になりまず。 


機器をご使用の際には 

も使用中は換気をする 

^使用中は窓を開けたり換気扇を回すなど、換気を行ってください。 

換気を行わずに、他の燃焼機器と同時に使用した場合など、 不完全 
燃焼による一酸化炭素中毒の原因になります。 

※自然排気式給湯器やふろびまを使用している場合は、換気扇を回さず、 

窓を開けて換気をしてください。換気扇を回すと排気ガスび逆流して 
—酸化炭素中青の原因になりまず。 

お手入れの際には 

〇 パ’ーナーキャップを水洗いしたあとは、よく水気を切る 

水分び残つたまま取り付けると、 点义不良やす完全燃焼の原因になりまず。 
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松迁局 


やけどやけびの予防のために 


機器をご使用の際には 


〇 点义操作をしても点义しない場合は、 
点乂/消义ボタンを r 消义①が態 J にし、 
周囲のガスびなくなってか5再度点 
义する 

すぐに点乂すると、周囲のガスに引乂してな 
服び燃えるなど、 やけどの原因になりまず。 


® 使用中や使用直後は操作部むがは触 
5ない 

機器本体とその周辺および調理用具び熱くな 

つており、 やけどの原因になりまず。 

※とくにルさなお子さまびいる家庭ではを意 
してください。 


〇 コン□使用中は、コン□の奥へ手を伸ばしたり、身体の一部や巧服びパ’ーナーに触れ 
ないよラに注意する 

やけどや巧服に炎が移ったりずるおそれびあります。 


0 点乂操作時や使用中はパ’ーナー付近に顔や手などを近づけない 
グリルとび5を開けた状態でグリルを点义しない 
炎や熱で顔や手など、 やけどの原因になります。 

※とくに〕ン□調理中は、温度センサーび作動し、自動的に"弱乂"な"強火"と炎の大きさび変化する場 

合びあるため、 やけどをずるおそれがありまず。 



コン□部をご使用の際には 


〇 やかんや鍋などの大ささに合わせて义力を調節する 

火力び強いとはみ出した炎によりやかんや鍋の取っ手などび過熱され、 やけどや取っ手の焼損の原因に 
なります。 


0 片手鍋や底びへこんだ鍋や丸い鍋、底びすべりやすい鍋、径のルさい鍋などは、不安 
定な状態で使用しない 

■片手鍋やフライパンなど、重むび片寄った銅は不安定な状態にな日ないよラ、取っ手をごとくのツメ 
方向に合わせる、取っ手を持って使用する、取っ手などを機器の前面か日はみ出さないよラ横に向け 
て置くなど、安定した状態で使用してください。 

-中華鍋などの底の丸い鍋は、取っ手を持ちなび日使用してください。 

不安定な状態で使用すると、鍋び傾いて調理物び体にかかるなどして やけどの原因になりまず。 


〇 みそ汁やカレー、ミートソースなど、とろみのある料理を煮たり温めたりするときは、 
义力を弱めにして、よくかさ混ぜる 

0^35強乂で急に温めると、鍋底に沈んだみそやルーなどび突沸現象により突然噴さ上びり、鍋びはねあびつ 
て やけどをずる原因になりまず。 （とくにだし入り豆みそ啸みそなど)のときはミ主意してください。） 


突沸現象しついて 

突沸現象とは、突然にふっとラする現象です。水、牛乳、豆乳、酒、みそ汁、コーヒーなどの液体を温めると 
さに、ささいなさっかけ(容器をゆする、塩、砂糖などを入れる）で生じます。直火でこれ日を温めるとさにち 
超さることびあります。 

この現象び調理中に起さると、鍋びはねあびったり、高温の液体び飛び散るため、 やけどやけがをするおそれ 
がありまず。 これ日の予防法として;欠の点にごま意ください。 

-カレー、ミー トソースな どのとろみのある料理やみそ汁などの汁ちのの温めは弱火でかさ混ぜなびら加熱する。 
(強火で急に加熱しない。） 

•熱々の汁ちのに、塩、砂糖などの調は料を入れる場合は、かし冷ましてから行ラ。 

-鍋の大ささにあった乂力で加熱する。 
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底ずお守りください(安全上のま意） ( S ) 


A まミ 


やけどやけびの予防のために 


グリル部をご使用の際には 


A 使用直後の魚の出し入れは、グリル 
， f とび5やグリル受け皿、グリル焼網 
を機器か5取りがさずに行う 

グ1」ルとび日ガラスやグ1」ル焼網などび熱< 

なっており、 やけどの原因になりまず。 

^ グリルとび5に重いものをのせたり 
W 強い力を加えない 

" グ U ルとび日び外れ、 けがや機器損傷の原因 

になります。 

A グリル受け皿を持ち運びするときは、 
ff をえてから持ち運ぶ 

0^30 使用中や使用直後は、グ U ル受け皿やグリル 
受け皿にたまった脂び高温になっており、 や 
けどの原因になりまず。 また、グ U ル受け皿 
にたまった脂などびこぼれないよラにミ主意し 
てください。 

^ グリルとび5ガラスに衝撃を加えた 
り（グリルとび5の落下も含む）キズ 
" ^ をつけたりしない 

また、使用中や使用直後に水をかけ 
ない 

グ U ルとび日ガラスび割れて、 やけどやけが 

の原因になりまず。 

/〇 グ U ル受け皿に水を入れて使用しない 

じソ この機器はグ U ル受け皿に水を入れる必要び 
« 止ないタイプです。水を入れないでください。 

グ U j レ機能び正しくはた日かなかったり、 調 

理物び燃えるなどの原因になります。 また、 
お湯びこぼれて やけどの原因にもなります。 

/ r \ グリル使用中や使用直後は、グリル 
^ とび5取っ手む州ホ触5ない 
" ^ グリル受け皿を持つときは、めれぶ 
きんなどで持たない 
やけどの原因になります。 


^ グリルを使用するときは、グリル排気□に手や顔などを近づけない 
^ 鍋の取っ手などびグリル排気口にかか5ないようにする 

高温の排気び出て、 やけどや鍋の取っ手などの焼損の原因になります。 


お手入れの際には 


0 トッププレートは取りがさない 

トッププレートを取り外すと、 裏面でけがを 

* ^ ずる原因になりまず。 


〇 お手入れをするときは、機器び十分 
ちえてか5、手袋をして行う 

0^33手袋をしないでお手入れすると、 やけどや機 

器の突起物などでけがをずる原因になりまず。 


〇 

必ず守る 


ごとくとカバーリングは、正しく取り付ける 
に巨ページ） 

誤った取り付けかた(浮さ、裏返しなど)で使用する 

と、 鍋の転倒によるやけど-点义不良-不完全燃焼 • 
変形の原因になりまず。 

また、取り付けの際に衝撃を加えると、トッププレ 

ート にキズがつ < おそれがありまず。 




ごとくの浮を 



カバーリングの浮を 


A ま; 


機器損傷の予防のために 


機器をご使用の際には 


0 トッププレートに直接高温の鍋など 
をのせない 

^トッププレートの 変色や損傷の原因になります。 


0 ごとくをがして直接コン□に鍋を置 
いて使用しない 

^不完全燃焼や 機器焼損の原因になります。 



















機器損傷の予防のために 


機器をご使用の際には 


0 グリルとび5、コン□-グリ作部、 
電池ケースふたなどに、重いものを 
禁止 のせたり強い力を加えない 
機器損傷の原因になりまず。 


〇 エアコン、 扇風機の風などび コン □の炎 
にあたらないように配慮して使用ずる 

温度センサーにより鍋底の温度を検知して乂 
力を制御するため、風びあたると 温度センサ 

一が正しくはたらかない場合があり、义び途 
中で消えたり機器損傷の原因になります。 


0 石焼きいもつぼなどは使用しない 

異常過熱による機器損傷の原因になりまず。 


0 グリルとびらを開けたままグリルを 
がちしなI、 

« A グ I 」ルとび日に魚などをはさみこむなど、グ 
U ルとびらび開いた状態では使用しないでく 
ださい。 

機器上部が変色したり、ワークトツプを焦が 
す原因になりまず。 


お手入れの際には 


〇 

必ず守る 


パ’ーナーキャップは正しく取り付けるに已ぺージ) 


誤った取り付けかた(浮さ、裏返しなど)で 
使用すると 

•点火しない場合びあります。点乂した場 
合でち、炎のふぞろいや逆乂で 不完全燃 

焼-—酸化炭素中毒のおそれや変形の原 
因になりまず。 

•機器の中に炎びちぐりこんで、 焼損する 

原因になりまず。 

•誤セットのまま使用すると、 機器寿命び 

短くなるおそれがありまず。 


バーナーキヤップ 




バーナーキャップの浮き 



A ま; 


お子さまに巧ずるま意 


0 ルさなお子さまだけで使用させない 

思わめ事故の原因になりまず。 

" おモさまび触れても点乂しないよう、□ック機能を設定することびできます。 （14 ページ) 


A まミ 


正常な動作のために 


〇 

必ず守る 


温度センサーび上下にスムーズに動 
くことを確認する 

温度センサーのお手入れはこまめに 
行うに已ぺージ） 

銅底に温度センサーび密着しなくなり、 調理 

油が発义ずる場合がありまず。 また、動きび 

悪いと鍋などび傾さ、お湯などびこぼれ、 や 

けどの原因にをなりまず。 


密着しない場合、点検-修理を依頼してくだ 
さい。 

温度センサ- 


上下にスムーズに 
動くことを確認 



0 温度センサーに強いショックを加え 
たり、キズをつけない 

" ^ 鍋底に温度センサーび密着しなくなり、 調理 

油が発义ずる場合があります。 
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ぶ、ずお守りください(安全上のま意）® 

を願い f 


機器について 

■この製品は家庭用でず。業務用のよラな使いかたを 
ずると、機器の寿命が著しく短くなります。この場 
合の修理は保話期間内でち有料となります。 

■長期間使巧しない場合は ••• 

-ガスをを閉じてください。 

-さ部のミちれを取り除さ、ほこりや異物び入日ない 
よラにビニールなどをかけてください。 

再使用時は、完全に取り外してください。 

-乾電池を電池ケースより巧いてください。 

乾電池の液漏れにより、 機器をいためる原因になります。 
■機器を廃棄ずる場合は ••• 

機器を取り替えた場合、旧機器は専門の業者に処理 
を依頼してください。ちしお客さまで旧機器の処理 
をする場合、乾電池を使用している機器は、乾電池 
を取り外してか日正規の処理を行ってください。 

コン□のご使用について 

■鍋の重さは温度センサーの密着を確実にずるため 
300 gL ソ上(調理物の重さを含む）にしてください。 

とくに片手鍋などは、不安定になりやすいのでを意 
してください。 

■弱义のとさは炎が見えにくい場合がありまず。 

消し忘れにミち意して < ださい。 

■調理中に鍋をのせかえるとさは、一旦义を消してか 
5のせかえて < ださい。 

乂を消さずに作業をすると、 やけどの原因になりまず。 
■コン□を弱义で使用している場合は、機器下のキャビネ 
ットとび5や、グ U ルとびらをゆっくり開閉してください。 
キャビネットとび b や、グ U ルとび日の開閉により 
発生した風で、 コン□①义が消える場合があります。 
■強义で長時間使用ずると、まれに鍋とごとくがくっ 
つ< ことがあります。 

鍋を動かすとさはミ主意してください。 

■煮こぼれしたときは、その都度お手入れを行ってください。 
機器の内部に煮汁び浸入すると、 故障の原因になり 
まず。 また、バーナーに煮こぼれびかかったまま放 
置すると、炎口びつまり機器内部で燃えることにより、 
機器巧損の原因になります。 


機器のご使用について 

■使用中もときどき、正常に燃焼していることを確認 
して < ださい。 

■トッププレート上で、鍋などをずべ5せたりしない 
で < ださい。 

トッププレートや鍋び損傷する原因になります。 
■機器の下にオーブンを設置して使用している場合、才 
ーブンのとび5を半開さのままで使用しないで<ださい。 
やけどや過熱による変形などの原因になりまず。 
■トッププレート上で、 IH ジャー炊飯器、卓上型 IH ク 
ッキングヒーターなど電磁誘導加熱の調理機器を使 
ねないで < ださい。 

磁力線により、 機器が故障ずる原因になりまず。 

お手入れについて 

■機器や機器周辺(システムキッチンの天板など）に水を 
かけたり、水を流しての掃除はしないでください。ま 
た、めれぶさんやスポンジたわしを使用する場合をよ 
くしぼり、水分を切ってか6使用してください。 

機器内部に水び浸入し、 故障の原因になりまず。 

グリルのご使用について 

■連続で使用ずる場合は一旦义を消し、再度点义して 
<ださい。 

グ U ル庫内び高温になっていると、グ U ル過熱防止 
センサー （29 ページ)びはた日いて、 焼さ上がる前に 

消义ずる場合があります。 

■魚などの焼き加減を見るときなど、グリル受け皿を 
約1分に Lb 引を出したままにずる場合は、一旦义を消 
して < ださい。 

グ U ル過熱防止センサーに9ぺージ)びはた日いて、 

消义ずる場合があります。 

■を蔵庫か5出し た冷た いままの魚などは、常温でし 
ば5 くおいてから焼いてください。 

また、をまされた魚などは、しっかりと解;ましてか 
5焼いてください。 

中む部まで十分に乂び通日ず、焼さ上びりびよくな 
い場合や、生焼け状態になる場合びあります。 
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物修;^ 谷 

ijT : ii: 




） 内は、周囲の壁を不燃材料で有効に仕上げた部分 
ちしくは、防熱板を取り付けたとさの寸法です。 

《 ] レンジフードファンじ(外の場合は 80 cm しソ上。 

《2不燃材料びない場合は SOcmiU 上。 


ガス機器防火せ能評定品 


可燃物か5の離隔拒離 ( cm ) 


上ち 


側ち]前ち 


後方 


80じ(上 I 1已じ(上]1己な上に己じ(上 

上方びレンジフードフアンおよび不お巧の場合 
グ U スフィルター 

。し , 1 を®な巧の不な材 

巧 mm し姐 


1 51U 上 1 


60L 义上 60な上日な卜 




財団法人曰本ガス機器検賓協会 
防乂性能評定シール（トッププレートに貼付） 


©離隔距離がとれない場合や、仕上げの構造がわか5ない場合は、必ず防熱板による防火措置を行ってください。 


〇 防熱板（別売品）は、必ず指定のものを使用する 

防熱板に同こんされている「取付説明書」に従って 
必ず守る正しく取り付ける。 

防熱板を取り付けないと、 义災の原因になります。 


-防熱ネ反は 4 種類用意しています。 

-用途に適した防熱板を選んでいたださ、 
正しく取り付けてください。 

※取り付けち法は別売の防熱板に同こんさ 
れている r 取付説明書」をご覧ください。 


防熱板のお求めは、お買い上げの販売店または、もよりの鮮社(裏表紙連結巧参照)にお問い合わせください。 



〇バックガード 




※イラストはイメージでず。 


行 


'ワークトップの、 
綾部に立ち上が 
、〇がある場合， 


コード番号 

高さ ( mm ) 

幅 ( mm ) 

現金標準価格：税込 

① 

DP 0128 

已90 

己3已 

¥6,090 (本体価格¥己，80日） 

⑤ 

LP 0130 

已90 

巨00 

¥6,090 (本体価格¥己，80日） 

③ 

DP 0129 

已己〇 

900 

¥6,090 (本体価格¥己，80日） 

④ 

DP 0101 

90 

巨00 

¥1,日80(本体価格¥1,巳00) 


《2日1日年12月現在の価格です。 

価格•仕様は、予告なく変更される場含びあります。 
あらかじめご了承ください。 


固囲の防义措置(機器の設置)について 


■機器の設置-移転および付帯工事は、お買い上げの販売店または、ちよりの薛社(裏表紙連結巧参照）に巧頼し 
安全な位置に正しく設置してください。 


防义上の離隔距離 


◎機器を設置する周囲の壁などび、防乂上安全な 
場所かまたは、防乂上有効な間隔を確保するこ 
とびでさる場所に設置してください。 


〇 周囲の障害物、可燃物との離隔距離が確保さ 
れていることを確認する 

必ず守る離隔距離びかないと、 义災の原因になります。 


※機器の周囲の可燃物(可燃材料、難燃材料または、準不燃材による仕上げをした建物の部分ち含む)とは、下 
表(防乂性能評定シール)に基づさ下図の離隔距離を確保してください。 


機器の周囲が可燃物の場合 


レンジフードおよび不燃材の場合 


TKIEOOg 

券 



































































































































コン□を使う準備 


C 鍋の選びかた ） 


鍋などの種類 

煮ちのなど 

炒めちの 
揚げちのなど 

(※ヨ ） 

1 油の 量： 200 mULb J 

アル S 製の麵-文化麵 

& 

〇 

〇 

ホ ■ 巧ち出し. _ 

ステンレス偃手)の§目 

〇 

〇 

ステンレス 

(薄手：鍋底厚み 2mrn 未満)の鍋 

〇游 

X 

無水鍋-を層鍋 戸■資-、 

(ステンレス厚手鍋） 

〇别 

〇 

鉄製の鍋' / —- \ ^ 

鬻パン 分 皆 

〇 

〇 

圧力鍋. 

耐熱ガラス容器— 。ぶ J 

〇别 

X 


〇 :適しています。 X :適していません。（温度を正しく検知しない場合びあります。） 

:途中消乂したり、焦げつく場合びあります。 

センサー解除モード （1 7ページ）にすると途中消乂せず使用でさます。 

(焦げつさ自動消火機能びはた日かないため、焦げつさびさつ<なりますのでミ主意して<ださい。） 
《2 :焦げつさびさつくなります。 

《3 :揚げちのの場合の油の量を示します。 


お願い 


中華鍋を使ラとさは、 

-鍋底と温度センサーび密着していることを確かめてか日使用してください。 

-中華銅の種類によっては、鍋び安定せず、温度センサーび正しくはた日さません。 
. 必ず取っ手を持って調理してください。 
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o ガス检を全開にずる 




ごとく中央に鍋やフライパン 
などを置く 

-点乂前に温度センサーび鍋底に密着して 
いることを確認してください。 



□ツクつまみ 


■ 



ック機能について 



ルさなお子さまのいたず5や誤作動を防止ずるために、点义/消义ボタンを□ックすることができまず。 


-点火/消乂ボタンび「消火の状態」のとさに□ック 
つまみを動かすことびでさます。 

※□ックつまみを左にすると□ック状態になります。 
□ックつまみをちにすると□ックび解除できます。 


◎□ック状態 


◎□ック辆除 
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コン□の使いかた（基本操作) 


『コン□を使う準備』 （13 ぺージ) 
をよく読み、準備をずる 


ごとく中央に鍋などを置く 



〇点义する 


义力調節する 



〇点火/消火ボタンを止まるまでいっぱ 
いに巧し、点火の状態にしてください。 


〇火力調節つまみを左ちにゆつくりとスライ 
ドさせてください。 



点乂 マーク 



点乂の状態 


点义マークがオレンジ色に変わります。 

※点火マークは点乂/消乂の操作をするだ 
けで色び変わりますので、必ず火びつい 
たことを確認してください。 


※义力調節つまみび弱火側（左側）にある 
場合、つまみは強火側(ち側) I こ動さます。 
高火カコン□の場合は安全のため、乂 
力調節つまみび強火側(ち側）にある場 
合、つまみは中火位置（中央）に動さ、 
中乂点乂します。 


弱く 喊 師 強く 



1111111111 U 



《点火後、約30分毎にブヴー音『ピピピッ』で 
使用中であることをお知らせします。 
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調理をするときのお願い 


逸ミち意 


〇 みそ汁やカレー、5—トソースなど、とろみのある料巧を煮たり温めたりするとさは、义力を弱め 
にして、よくかき混ぜる 

必ず守る強义で急に温めると、鍋底に沈んだみそやルーなどび突沸現象により突然噴さ上びり、鍋びはねあび 
つて やけどをする原因になります。 （とくにだし入り豆みそ啸みそなど)のときはを意してください。） 
※突沸現象については、8ページを参照してください。 

\_ y 

- 

鍋などをごとくにのせた状態で、激しく動かさないでください。 

トツププレート にキズがつ<おそれがありまず。 


•炒めもの（野菜炒めなど）、焼きもの（目玉焼き、八ンバーグなど）をす 
る場合は、1分程度予熱する。 

予熱時間び長すざたり短すざたりすると、安全機能びはた日さ、弱火になった 
り消乂する場合びあります。 

-きんぴ5ごぼう-インスタント巧をそばなどは、高义カコン□のセンサー解除モードで調理ずる。 

水分び蒸発してち加熱を続ける料理の場合、焦げつき自動消火機能びはたらき、消火することびあります。 



© 消义ずる 

〇点火/消火ボタンを押して、消火の状態にし 
て < ださい。 


g ぉ材 a - 

約] 20分間（高温で自動火力調節してい 
る状態©場合は約30分励連続使用すると、 
消し忘れ消火機能びはたらき自動消火し 
ます。 



点乂 マーク 



0 



消义のが態 


点义 マークが 消えます。 


※必ず火び消えたことを確認してください。 

g 組材£1 - 

自動消火した場合は、必ず点火/消火ボタ 
ンを「消火の状態」に戻してください。 
点火/消火ボタンを戻し忘れると、已分おさ 
にブヴー音『ピー』でお知らせします。 

ただし、他の バーナーを 使用中は、 ブヴー 
音は鳴りません。 

戻し忘れたまま放置すると、乾電池の消耗 
び早くなります。 



直乂料理（あぶりちの）、炒めちのなどの 
通常時より高い温度での料理 （ 17ページ） 
や、鍋の空焼さをしたとさに、強火•弱 
火を自動で火力調節している状態のこと 
です。 

この状態び30分上続いた場合、また 
は温度センサーの温度び上びりすざた場合、 
自動的に火力を調節したり、ガスを止め 
消火したりすることびあります。 
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ント解除トド 〈高火カコン□〉 

•直义料理(あぶりもの）、いりもの、妙めをの(鍋をひんぱんに上げる料理)をする場合 
などは、センサー解除モードをお使いください。 


『コン□を使う準備』 （13 ぺージ） 

をよく読み、準備をする 

ごとく中央にフライ/じ/などを置く 


高义カコン□操作部(シート) 

※ち高火カコン□で説明しています。 



ちコン □ 

f — — — — —— 

端巧し 



它ンサ ー 
解除 

1 



6 



点义し、 

义力調節ずる 



Q センサー解除を設定ずる ► 



〇点火/消火ボタンを止まるまでいっぱ 
いに巧し、点火の状態にしてください。 


点乂 マーク 



点乂のが態 



点义マークがオレンジ色に変わりまず。 （ 1日ぺージ) 


〇火力調節つまみを左ちにゆつ < りとス 
ライドさせてください。 


弱く. 

d 


強< 


1111111111 


% 


〇センサー解除キーを3秒じ(上巧してください。 
ブヴー音『ピピピッ』でお知らせし、ランプび 
点巧します。 



ランプ：点な 
ブザー 音：『ピピピッ』 


※再度、センサー解除キーを巧すと、ブヴー音 
『ピッ』でお知らせし、ランプび消灯して、 
センサー解除モードは取り消されます。 
※設定を解除してち消火しません。 


77 

































































センサー解除モードとは 


すべての安全機能び解除されるわけではありません 


※センサー辆除モードとは、温度センサーがまったく作動しなくなる機能ではなく、通常時より高い温度まで調理で 
をる機能でず。センサー解除モードを使用しても、鍋などの異常過熱を防止ずるために、温度センサーの温度が上 
がりずざると、自動のに义力を調節したり、ガスを止め消义したりずることがありまず。 

※センサーお除モードを使用ずると、天ぷ5油過熱防止機能、焦げつを自動消'义機能は作動しません。 


0 


センサー解除モードを使用ずるとさは、揚げちのなどの調理はしない 

センサー解除モードでは、天ぷら油過熱防止機能び作動せず、消火温度び高くなっていますので、 
調理油び過熱され、発火し、 义災の原因になります。 


盛を意 


〇 直义料理(あぶりもの)をする場合は、温度センサーの真上を避ける 

直乂料理(あぶりちの)をする場合、温度センサー上に焼さ汁などび滴下しないよラ、温度センサ 
ぉず守る一の真上は避けて調理してください。 

温度センサーび巧れると、鍋底の温度を正しく検巧できず、 発义や途中消义、機器焼損の原因に 
なります。 また、焼さ汁の滴下量や位置により、温度センサーの 故障の原因になります。 


© 消义する 

〇点火/消火ボタンを押して、消火の状態にし 
て < ださい。 

点乂マーク 

り 

巧ず 


消义のが態 




g 姐材£1 - 

約60分間（高温で自動火力調節している 
状態の場合は約30分副連続使用すると、 
消し忘れ消火機能びはたらき自動消火し 
ます。 

※センサー解除モードを取り消して、さ 
らに使用する場合は、点火してから約 
120分間（高温で自動火力調節してい 
る状態の場合は約30分間)連続使用す 
ると、消し忘れ消火機能びはたらき自 
動消火します。 


点义マークが消えます。 


※必ず火び消えたことを確認してください。 
※センサー解除モードの設定ち解除されます。 

- 

自動消火した場合は、必ず点火/消火ボタン 
を「消火の状態」に戻してください。 
点火/消火ボタンを戻し忘れると、已分おさ 
にブヴー音『ピー』でお知らせします。 

ただし、他のバーナーを使用中は、ブヴー音 
は鳴りません。 

戻し忘れたまま放置すると、乾電池の消耗が 
早くなります。 
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梦リルを使う準備 


グリル受け皿には 
水を入れない 


必ミち意 



〇ガスをを全開にずる 


@調理物を入れて、 

グリルとび5を閉める 



0 


グリルとび5を開けた状態でグ U ルを唐、义しない 
炎や熱で、 やけどのおそれがあります。 


( b ックつまみ J 

(14 ページ） 


初めてグリルを使うとき 


初めてグ U ルを使うときは、グ W レ庫内の金属部品に残つた加工油を焼き切るため、グ U ;レ焼網を取り出し、 
約8分空焼さしてください。煙やにおいび出る場合びありますび、異常ではありません。 

空焼きしているときに、グ U ル過熱防止センサーび作動し、自動消乂する場合びあります。 

消火した場合は、しば日く（約3分)待ってか日再度点火してください。 
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食材の準備 


魚の下ごし5え 

■冷凍の魚は、しっかりと解凍する。 

※しっかりと解凍していないと時間びかかり、安全機 
能びはた日くことびあります。 

•冷蔵の魚は、常温でしば日くおく。 

•生魚は、水洗いしたあと、水気をよくふき取る。 

-みそ漬けや、かす漬けの魚は、 

みそやかすをよくふさ取る。 


魚むがの下ごし5え 

■なすや、ししとラなどの野菜は、表面 
に切り目を入れる。 

•鶏肉など、脂の多い食材は、フォーク 
などで皮に巧を勵ブ、皮を上にして焼く。 




塩焼さの下ごし5え 

鮮度や材料にあった塩加減(魚の重量の2%程度） 
び必要でず。 

塩をつけると、身がしまって身崩れしにくくなり 
ます。身の厚いところには厚く、薄いところには 
薄くつけます。 

-さばやいわしなど脂肪分の多い 
背の青い魚は、多めに塩をして、 

おさ時間は長めにする。 

-白身魚は、かなめに塩をして、おさ時間は短め 
にする。 

•川魚やいか、えび、貝などは、焼く直前に塩を 
する。 



姿焼をなどの場合 

-尾やヒレはと<に焦げやすいので、多めに塩をつけて<ださい。 

また、アルミはくで包んでおくと、焦げかたび薄くなります。 
•切り目を入れると、火の通りびよくなり、皮び破れることによる 
脂の飛び散りちかなくすることびでさます。 


アル5はく 



切0目 


魚を焼くときは 


•3 分程度予熱し、一旦消火してか日、グ U ル焼網にサラダ油を塗ると、こびり付さなどびかなくなります。 

• グ U ル焼網は裏返すことで高さを変えることびでさます。 

あじ(約1已 □邑) や、干し物などの薄手の魚を焼くときは、グ U ル焼網を高くして使用してください。 

焦げつさやすいちのや厚みのあるちのは、低い位置で使用してください。 

• 魚は身の厚い部分や、頭を奥にして置いてください。 

• 魚を1尾だけ焼く場合は、真ん中に置いてください。 

• グ U ル焼網の A 部(ち下図)は、焦げやすい魚の頭部分び焦げすざるのを抑えるために、火力を弱くしています。 

厚みのある切り身などを焼くときは、この A 部を避けて、手前に置いてください。 

-ししゃちなどのルさな魚は、尾び焦げやすいのでグ U ル焼網の手前側に置いてください。 



手前側 手前側 手前側 


魚を取るときのコツ 


はしをグ U ル焼網と平行に入れると、グ U ル焼網に付着した魚びはびし 
やすくなります。 

別売部品の『魚すくって』 （37 ページ)を使用すると便利です。 

(1) 『魚すくって』の切りこみをグ U ル焼網に合わせます。 

(2) 焼さあびった魚や調理物の下側に『魚すくって』を入れて、くっついた 
調理物をグ I 」 j レ焼網か b はびします。 

(3) ルさし r 調理物なら、そのまますくい取って取り出せます。 





逆ミち意 



調理物を取るときなどは、グリル部周辺に触れない 



とくにグ U ルとびらなどび熱くなっており、 やけどの原因になります。 


禁止 

『魚すくって』を強く巧し付けない 


V 

『魚す<って』を強<巧し付けると、グ1」ル焼網にキズびつ<おそれびあります。 

J 
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グリルの使いかた 


『グリルを使う準備』 （19 ぺージ) 
をよく読み、準備をする 


〇0 



〇点义する ^ @义力調節ずる 



〇点火/消火ボタンを止まるまでいっぱ 
いに押し、点火の状態にしてください。 



グ U ル燃焼ランプ 


点义の状態 


点义マークがオレンジ色に変わりまず。 （ 1日ページ) 
グリル燃焼ランプが点なしまず。 


※火力調節つまみび弱火側(左側）にある 
場合、つま别ま強乂側(ち側) I こ動きます。 


〇火力調節つまみを左ちにゆっくりとスライド 
させてください。 


弱く^^™^^ 強く 



. 1111111 


% 


《ブヴー音『ピピピッ』で使用中であることを 
お知らせします。（グ U ル庫内温度び低いと 
きは、ブヴー音び鳴らない場合びあります。） 
※グ I 」 j レ庫内温度び高いときには、ブヴー音『ピ 
ーピーピー』でお知らせしますので、魚の焼 
さすぎなどにミ主意して<ださい。 
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おくずれを防止するコッ 


- 3分程度予熱後、一旦消火してから、グ U ル焼網にサラダ油を塗ってください。 

その後、魚をグ U ル焼網にのせて再度点火し、乂力を調節してください。 

-焦げやすいもの(つけ焼き、照り焼き、みそ漬けなど)や身の厚い魚などは、予熱しないでそのまま焼いてください。 


ご注意 


• 連続で使用する場合などでグ U ル庫内び高温になると、安全のため消乂します。 

グ U ル過熱防止センサーびはた b さ、消火した場合は、しばらく（約3分)待ってか b 再度点火してください。 

• 脂の多い魚を焼いているときは、煙びをく出る場合びあります。 

-干物や脂分の多い魚（にしん•塩さばなど）は発火しやすいので、焼きすざにま意してください。（調理中は 
グ U ル庫内の状態に十分ミ主意してください。 ） また、ル魚の干物(めざし-ラるめなど)の焼去時間のめやすは、 
両面合わせて3〜6分です。（グ U ル庫巧の温度び高い場合は2〜已分程度。）焼さすざにま意してください。 
焼さすざた場合、魚やたまった脂び燃えて、 义災のおそれや機器焼損の原因になります。 


〇 鶏肉などの脂のをい錄ホ&調理ずるときは、 
义力を 『弱 义』にして焼くよラにする 
必ず守る グリル受け皿にたまった脂に引义し、义 
災のおそれがありまず。 


盛注意 


〇 

必ず守る 


焼さずぎにま意ずる 

魚に义がつき义災の原因になります。 

グ U ル庫内で魚などび燃えたり、たまつ 
た脂に引乂した場合は、すぐに点火/消 
乂ボタンを巧して消火してください。 


© 消义ずる 


〇点火/消火ボタンを押して、消火の状態に 
してくださし、 



g 組材 a - 

2已分間連続使用すると、消し忘れ消火 
機能びはたらき自動消火します。 


点义マークが消えます。 

グリル燃焼ランプが消なします。 


g 姐材 a - 

自動消火した場合は、必ず点火/消火ボタ 
ンを「消火の状態」に戻してください。 
点火/消火ボタンを戻し忘れると、已分お 
さにブヴー音『ピー』でお知らせします。 
ただし、他の バーナーを 使用中は、ブヴー 
音は鳴りません。 

戻し忘れたまま放置すると、乾電池の消耗 
が早くなります。 



B2. 


































電池交換 


◎必ず機器び;ちえてか5行ってください。 


•乾電池の電池交換時期が近づくと電池交換サインび点滅し、最初の点义操作時はブザー副ピー』でお知日せします。 
乾電池の容量がなくなると点义できなくなるので、ま意してください。 


盛ミち意 


0 乾電池は巧電-分解•加熱したり、义の 
中に投入しない 

« ^ 乾電池び破裂し、手や服などをミちすだけ 

でなく、 目などに入ると大変を険です。 



〇 電池ケースふた上部の凸部に指を引っ掛け、矢印 
の方向に開ける。 

※電ミ也ケースふたは約90°まで開をます。それな上は無理に 
開かないでください。ふたび破損する原因になります。 


@ ちい乾電池を取り出す。 


© 新しいアルカリ乾電池(単1お： 2個)の④©を確かめ、 
電池ケースに組み込む。 



電池ケースふたを元に戻す。 





お願い 


•乾電池の挿入方向を間違えないよラにしてください。また、新しい乾電池とちい乾電池または、種類の違ラ乾 
電池をおだて使用しないでください。寿命び短くなります。 

• 乾電池び正しく組み込まれていなかったり、乾電池の容量び全くなくなった場合、電池交換サインは点滅しません。 

-乾電池は必ず2個とち同種類の新品のアルカ U 乾電池を使巧してください。 

アルカ U 乾電池(単1形： 2個)を使用した場合、乾電池を交換する(電池交換サイン点滅)めやすは約]年です。 

-アルカ I 」乾電池(単1形： 2個）でち使用状況-使用時間-乾電池製造メーカー-種類び異なると交換時期び] 
年じ(内と短くなる場合びあります。また、マンガン乾電池を使用した場合ち交換時期び極端に短くなります。 

• 未使用の乾電池でち r 使用推奨期限(月、年)」を過ざている場合は、自然放電により短時間で電池交換サインび 
点滅する場合びあります。また、付属のアルカ U 乾電池(単1形： 2個）は、工場出荷時期により寿命び短くな 
っている場合びあります。 

• 電池ケースに水や異物び入った場合、ふさ取ってされいにしてください。 電池機能不良の原因となりまず。 
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隱 手入れ 〈その前こ〉 


◎お手入れは、『機器がをえていることを確認』 

『ガス检を閉める』 

『点义/消义ボタンを□ックする ( 14ページ)』 
『手袋をする』 


逸を意 


0 - お手入れは、ガス栓を閉じ、機器がをえてから手袋をはめて巧う 

とくにグリルが気□の中側(奥側)、グリル庫内をお手入れするときは、十分ま意する 
やけどや部品のちなどでけがをずる原因になります。 

-お手入れ後は、機器およびグリル庫内にふさん-紙類などを置き忘れていないか必ず確認する 
义災の原因になりまず。 

-点义/消义ボタンを □ ックずる 

点义/消义ボタンを□ックせずにお手入れを行った場合、誤って点义/消义ボタンを巧すと、 やけど 
の原因になります。 


• 各部品びいたんでいないか確認してください。 いたんだまま使用されますと、思わめ事故の原因となります。 

いたんでいる場合は、37ページの交換部品を参照し、部品を交換してください。 

詳しくは、お買い上げの販売店または、ちよりの脾社(裏表紙連絡先参照)にお問い合わせください。 


お手入れ道具-洗剤について 


〇 0 


スポンジたねし 



やわらかい 

歯ブラシ 


く^ 、やわらかい巧 


B 台所用中性洗剤 



I WWW A 
Lvvvvvy/J 
卜 V シ心 --^ / 



X 


ナイ□ンたねし亀の子たわし 金属たわし 



クレンザー ミガキ粉 



酸性洗剤. 
アルカリ性洗剤 • 
漂白剤 




スポンジたねし裏面 

X 


-キズの原因になるちの 
※部品-ガラス-ホー ■ フッ素コート•ク 
I 」アコートや塗装の表面にキズがつさ-はがれ- 
欠け■変色■変質-さび-割れの原因になり 
ます。 


硬い菌ブラシ 


シンナー- 
べンジン. 
アルコール 


部品-ホー • フッ素コート•クリアコ 
-卜や塗装の表面が変質し、はがれ-変色- 
さび-樹脂部品の割れの原因になるちの 



輯みがを粉 





弱酸性洗剤- 
弱アルカリ性な剤- 
クリームクレンザー 


/ \ 

重曹 


直接かけて使ってはいけないもの 



スプレー 式洗剤 


棚詣隔の割れ.麵の変質.キズ.変色. 
さびの原因になるちの 


-機器内部に洗剤び入ると故障の原因になります。 
必ずやわらかい巧やスポンジたわしなどに含 
ませてから使用して < ださい。 


絶対に使つてはいけないちの 



■引乂して、乂災の原因になります。 

巧燃 I 性スプレー- 
浸を液-潤滑剤 



お願い 


-ご使用の都度、お手入れしてください。巧れたままにすると巧れびこびり付き、落ちにくくなります。 

煮こぼれをした場合は、その都度お手入れしてください。 

煮こぼれをしたまま放置するとお手入れする部品び固着し、外れにくくなったり、故障の原因になります。 
とくに砂糖などを含んだ濃い汁は、すぐにふさ取ってください。焼さついて掃除び困難になります。 

-バーナーキャップ-ごとく.カバー U ング-グ U ル排気ロカバー.グ U ル部品（グ U ルとび日、グ U ル焼網、 
グ U ル受け皿)は外せます。それ L ソ外の部品は、絶対に取り外さないでください。 
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お手入れ 〈コン□部〉 


※ち高火カコン□で説明しています。 


◎お手入れは、『機器がをえていることを確認』 

『ガス桂を閉める』 

『点义/消义ボタンを□ックする （ 14ページ)』 
『手袋をする』 


ッププレート 


-台所用中性洗剤や、水を含ませたスポンジ、巧などのやわ 
らかい物でふさ取ったあと、洗剤や水分び残5ないよラ、 

乾いた巧で再度ふき取ってください。 

※硬いお手入れ道具に4ページ)を使用すると フッ素〕ート 
のはびれ(フッ素仕様のみ)、キズなどの原因になります。 

※表面についた煮こぼれなどの巧れをそのままにしておくと、こびりついて 
取れにくくなり、シミび残ることびあります。 

使用のたびにこまめにふさ取ってください。 

とくに砂糖などを含んだ濃い汁は、すぐにふさ取ってください。 

焼さついて掃除び困難になります。 


機器表面-操作部 


乾いた巧でよくふいてください。 


取れにくいミちれのとき 


-台所用中性洗剤を含ませた巧でふき取ったあと、洗剤や水分び 
残らないよう、乾いた巧で再度ふき取ってください。 

※グ U ルとび日取っ手.パネル樹脂部には、特殊塗装を施してい 
ますび、万一表面の塗装びはびれてち使用上問題はありません。 



バーナー部 


バーナーキヤップ 



点火プラグ-立消えま全装置-温度センサー 


-台所用中性洗剤を含ませた布やスポンジでミちれ 
をふさ取ったあと、洗剤や水分び残らないよラ、 
乾いた巧で再度ふき取ってください。 

※硬いお手入れ道具 (24 ページ)を使用すると キズ 

などの原因になりまず。 

-バーナーキャップは、水洗い後よく水気を切っ 
てください。 

※水分び残つたまま取り付けると、 点义不良や不 

完全燃焼になります。 


目づまりしたときは 


-凹部など、やわ日かい歯ブラシなどでお手入れ 
してくださし、。 

こびり付いた巧れは、 

つまよラじなどでミちれ 
を取り除いてください。 

※目づまりやミちれは、 す 
完全燃焼や点义不良の 
原因になります。 



バーナー キャップ 


-煮こぼれなどのミちれを乾いた布でふさ取ってください。 
※洗剤などは使用しないでください。 

温度センサー立おえま全装置 温度センサー 


点乂プラグ 



上下にスムーズに 
動くことを確認 


手前側 

※点乂プラグ-立消え安全装置-温度センサーにキズや 
衝撃をあたえないよラにしてください。 


逸ミち意 


〇 温度センサーが上下にスムーズに動くことをお認ずる 
温度センサーのお手入れはこまめに行う 

必ず守る鍋底に温度センサーび密着しなくなり、調理油 
び発乂する場合びあります。また、動さび悪い 
と鍋などび傾さ、お湯などびこぼれ、 やけどの 
原因にもなります。 

密着しなし嗎合、点検-修理を依頼してください。 


取り付けかた 


-の部を手前側にして点乂プラグ位置に合わせ、浮さびないよラに取り付けてください。 

(点火プラグに衝撃をあたえないよラにしてください。） 

※高乂カコン□用は、バーナーキャップに 『 H 』 マークを表示しています。 H マ^ク 

バーナー 
キャップ 


僅ミま意 


〇 

必ず守る 


パ’ーナーキャップは正しく取り付ける 

誤った取り付けかた(浮さ、裏返しなど)で使用すると、 
•点乂しない場合びあります。点火した場合でち、炎の 
ふぞろいや逆火で 不完を燃焼-一酸化炭素中毒のおそ 
れや変形の原因になりまず。 

-機器の中に炎びもぐりこんで、 焼損ずる原因になりまず。 

-誤セツトのまま使用すると、 機器寿命が短くなるおそ 
れびありまず。 



バーナーキャップの浮き ノ 


m 部 


位置を 

合わせる 

点火プラス 


手前側 


























































































◎洗剤を使用したあとは、洗剤が残！5ないようにしてください。 
◎部品を取り付けたあとは、傾きびないことを確認してください。 


ごとく -カバーリング-グリル排気□カバー 



-台所用中性洗剤を含ませた巧やスポンジで巧れをふき取ったあと、洗剤や水分 
び残日ないよラ、乾いた巧で再度ふさ取ってください。 

※巧れびついたまま使用すると、ちれび落ちにくくなります。 


取れにくいミちれのとを 


台所巧中性洗剤で丸洗いしたあと、洗剤や水分び残らないよラ、乾いた布でふ 
さ取ってください。 


煮洗いすると、さらにミちれが落としやすくなります 


-水を入れた大さめの鍋に、ごとくやカバー U ングや 
グ U ル排気ロカバーを入れ、約3□分加熱し、そのあ 
と水洗いして、水気をふさ取ってください。 

※表面び変色することびありますび、使用上問題ありません。 

-煮洗いしたごとくやカバ ー U ングやグ I 」 J レ排気□カバ 
一を取り出すとさは、やけどなどにミ主意して<ださい。 



取り付けかた 


グリル排気□カバー 


グ U ル排気ロカバー 
をグ U ル排気口の粋 
に合わせて取り付け 
てください。 



グ I 」ル排気□々；（一 

指かかり巧 
グリル 

\排気口の枠 


カ パー リング 


-点火プラグ欠さ部を点火プラグの位置に合わせ、ツメ部(左 
ち2力所）をトッププレート巧部（左ち2力所）に入れて、 
浮さびないよラに取り付けて < ださい。 



ごと< 


内側の己部(前後2力所）を、カバー U ングの 
欠さ部(前後2力所）に入れて、浮さびないよ 
ラに取り付けてください。 



手前側 


逆ミち意 


ごとくとカバーリングは正しく取り付ける 

誤つた取り付けかた（浮さ、裏返しなど）で使巧 
すると、 鍋の転倒によるやけど.点义す良.不 
完全燃焼-変形の原因になります。 

また、取り付けの際に衝撃を加えると、トップ 

プレート にキズびつ<おそれびあります。 


※ごとくのツメ部びグラグラしていると、銅などをのせたとさ、鍋などの転倒の原因になります。 
(新しいごとくと交換してください。） 
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影手入れ 〈グリル部〉 


◎お手入れは、『機器がをえていることを確認』 

『ガス柱を閉める』 

『点义/消义ボタンを□ックする （ 14ページ)』 
『手袋をする』 


取りがしかた 


グ U ル部 


-グ U ルとびらを水平にゆっくりと手前に引き出すと、グ U 
ルレール己部の所で止まります。手前を少し持ち上げて、 
再度引き出してください。 

※グ U ルとび日を全開近くまで引き出すと、グ U ルとび日全 
体び下びりますので、手を離すとさはを意してください。 

※グ U ル使用直後は、グ U ルとび日やグ U ルとび日ガラス、 
グ I 」ル受け皿、グ I 」ル焼網、グ I 」ルスライド枠び熱くなっ 
ていますのでを意して<ださい。 

※グ U ル受け皿にたまった魚の脂などをこぼさないよラミ主意 
してください。 



グリル焼網-グリル受け皿-グリルとび5-グリルスライド巧-グリル庫内 


グリル焼網-グリル受け皿-グリルとび5-グ U ルスライド枠 


•台所用中性洗剤や、水を含ませたスポンジ、巧などのやわ日かい物でふさ取ったあと、洗剤や水分び残日 
ないよう、乾いた巧で再度ふき取ってください。 

※ちれたまま放置したり、使用すると、こびり付いた脂巧れびとれにくくなり、シミび残る原因になったり、 
発乂することびあります。 


グリル庫内（側部•底部) 


-台所用中性洗剤や、水を含ませたスポンジでふさ取ったあと、洗 
剤や水分び残らないよラ、乾いた巧で再度ふさ取ってください。 
※硬いブラシやたわし、また中性 L ソ外の酸性-アルカ U 性洗剤を 
使用しないでください。 

変色•変質-さび-割れの原因になります。 

※燃焼部り（ーナー）には触日ないでください。炎口びつまり燃焼 
不良、途中消火の原因になります。また、グ U ル庫内の天井部 
には、立消え安全装置と点火プラグ、奥の壁部分にはグ U ル過 
熱防止センサーび取り付けてあるので触日ないでください。 
安全装置び正しくはた日かないおそれびあります。 



2.7 























◎洗剤を使用したあとは、洗剤が残らないようにしてください。 
◎部品を取り付けたあとは、傾きびないことを確認してくださし、。 


取り付けかた 


グリル受け皿 


-グ U ル受け皿の前面のツメ部をグ U ルスラ 
イド枠の開口挪こ上か日差し込んでください。 
※前後を間違えるとグ U ルケースにうまく入り 
ません。 



グリル部 


• グ U ルとび日を両手で持ち、グ U ル受け皿の先端をグ U ルレールに合わせ、グ U ル庫内に入れたあと、 
水平にスライドさせ、グ U ルとび日び完全に閉まるまできっちりと入れてください。 




グ U ルとび日び閉まりにくい場合は、グ U ル受け皿び正しく取り付けされていません。 
そのまま巧し込むと、変あの原因になりますので、再度さっちりと取り付けてください。 
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安む-安全機能 


- 

-使用中に自動消火した場合は、必ず点火/消火ボタンを「消乂の状態」にしてください。 

戻し忘れたまま放置すると、乾電池の消耗び早くなりまず。 

※お知日せ表示は、3已ページを参照してください。 


立消えを全装置 msium 


風や煮こぼれで义が消えた場合、自動的にガスを止めます。 

※完全にガスび止まるまで数秒かかります。 

※再度点火するとさは、窓や戸を開けて換気をし、ガスのにおいび完全になく 
なってから点火して < ださい。 

-立消えを全装置に煮こぼれや水滴びついたときは、きれいにふき取ってください。 
また、立消え安全装置に硬いちのをぶつけないでください。 

(点火不良、途中消火の原因になります。） 

肖しちれ消、人'機能 



立消'えまを装置 



点义後、約120分間(高温で自動义力調節している状態の場合は約30分間)連続使用ずると自動消义しまず。 

※高火カコン□はセンサー解除モード使用時、約6□分間(高温で自動火力調節している状態の場合 
_ は約3□分間)連続使用すると自動消火します。 

mnum 点义後、約2己分間連続使用すると自動消义します。 


I 点火/消火ボタン戻し忘れブザー 

自動消义したり、安全機能により义が消えたときに、点义/消义ボタンを戻し忘れると、己分おきにブザー 
音『ピー』でお知5せします。 

※必ず点火/消火ボタンを「消火の状態」にしてください。 戻し忘れたまま放置ずると、乾電池の消耗び早くなりまず。 
※他のノ（ーナーを使用中は、ブヴー音は鳴りません。 


I 天ぷ5油過熱防止機能_ 

油温が約2己0でになると強义〇弱义を繰り返します。自動义力調節している状態の場合は、約30分後に自 
動消义します。それに Lb に温度が高くなる場合は、約30分を経過ずる前に自動消义します。 

後コン□は、約2己〇でで自動消义しまず。 

※鍋の種類や油の量によって自動消火時の油の温度は異なります。 

※センサー解除モードを使用している間は、この機能ははたらきません。 


0 


高义カコン□のセンサー解除モードを使用ずるとをは、揚げちのなどの調理はしない 

センサー解除モードでは、天ぷ日油過熱防止機能び作動せず、消火温度び高くなっていま 
すので、調理油び過熱され発火し、 义災の原因になりまず。 


盛ま意 


〇 天ぷ5油過熱防止機能びはた5いたとをは、銅や油の温度が相当高くなっているためま意ずる 
やけどやけびの原因になります。 


I 焦げつき自動消火機能 WTO _ 

焦げつきや空だきの場合、自動消义します。 

-焦げつさの程度は、鍋の材質-火力-調理物によって異なります。 

※弱火か日強火に切り替えたときに温度センサーびはた日いて自動消乂することびあります。 
再度点火すると正常に作動します。 

※センサー解除モードを使巧している間は、この機能ははたらきません。 


I グリル過熱防止センサー maPim _ 

グリル庫内やグリル受け皿の温度が異常に高い場合や、連続焼きや空焼きなどで高温になると自動消义します。 


座ま意 


〇 グリル過熱防止センサーがはた5いたとさは、グリルとび5ガラスやグリル受け皿などの 
温度がホ目当高くなっているためを意する 
ず3る やけどやけびの原因になります。 
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ii & A (よくあるご質問)① 


ご質問の内容 V 


串細の 
番号 


ご質問の回答 


ご確認していただ< 
ぺージ 



点义ずると他のパ‘ーナーらスパー 
ク (パチパチ) ずる 



-1力所の点火操作でずべてのバーナーびスパ 


ー ークします。 

— 

異常ではありません。 



点义/消义ボタンか5手を放して 
らスパーク(パチパチ)ずる 



センサー解除をしているのに、 
勝手に义びルさくなったり、 
义び消えたりする 



-楽々点义方式で点义/消乂ボタンから手を放 
一 してをスパークび続をます。（最長約已秒） 

異常ではありません。 

- 


-温度センサーや鍋などの異常過熱を防止するた 
めに、温度センサーの温度び上びりすざると、 
自動的に义力を調節したり、自動消义ずること 
一 びあるためです。 

また、約日0分間(高温で自動火力調節してい 
る状態の場合は約30分間)連続使用すると、 

消し忘れ消火機能びはたらを自動消火します。 

17 


コン□使用時の現象 

A ご質問の詳細 ） 

①調理中に消义ずる 

◎ 油び高温になっていても自動消义 
しない 

③ 点义してもすぐ消える 

④ 自動で义力が変わる 

⑤ 鍋底びひどく焦げついて消义する 



の曾•銅のお状や材質び適していますか？ 

13 

③④•麵底び温度センサーと密着していますか？ 

己 

© •銅底や温度センサーび巧れていませんか？ 

-温度センサーび高温になっていませんか？ 
のな安全装置びはたらいて消义した場合、温度セ 
ンサーの温度び下びるまで点义してちすぐ消 
乂します。 

29 

-焦げつさ自動消火機能は、麵の材質や調理に 
より焦げつをの程度びかわります。 

ホー□-製の麵や、カレー.シチュー.カラ 
メル-みそなどの水分び少ない料理は焦げや 
①⑤すくなります。弱乂でときどさかさ混ぜなび 
ら調理してください。 

29 

-麵底び焦げついて消义していませんか？ 
焦げつきや空だきの場合、焦げつき自動消'义 
機能びはたらいて、自動的に消火します。 

29 

-長時間使用していませんか？ 

コン□は、点义を約120分(高温で自動的に 
火力調節している場合は約30分)で自動消'义 
し、消し忘れを防ぎます。 

29 

の-弱火の状態で機器下のキャビネットとびらを 
はや< 開閉していませんか？ 

また、グ U ルとびらをはやく開閉していませ 
んか？ 

はやく開閉すると消乂することがあります。 
ゆつ < り開閉して < ださい。 

11 

-冷凍食品や;令ました調理物をそのまま調理し 
(3) ていませんか？ 

解凍してから調理してください。 

- 

-鍋の温度び高温になると、過熱防止のため自 
動的に火力を切り替えます。 

^ 弱义《強义を繰り返し、この状態び約30分 

W 続くと自動消义します。 

弱乂になると支障のある調理の場合は、センサ 
一解除キーを巧すと、高温での調理びでさます。 

29 

17 



焼網び使えない 



-焼さなすやちちはグ U j レで調理して<ださい。 


グ U ルに入らない大さななずやパプ U 力など 


- は、フォークや金串に刺しセンサー解除モー 

18 

ドを使用し、コン□上で献料理饭ぶりをの） 


して < ださい。 
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Q & A (よくあるご質問) @ 


ご質問の内容 


I 詳細の 
番号 


ご質問の回答 


ご確認していただぐ 
ぺージ 



点乂ずると他のパ‘ーナーらスパー 
ク (パチパチ) ずる 


点义/消义キーから手を放してら 
スパーク(パチパチ)ずる 


グリル使用時の現象 


^ ご質問の詳細 ) 

①焼けずぎる 
◎ t 弃け足りない 
(3) 焼きムラ 

④ 煙が出る 

⑤ 調理中に消义ずる 


使用時に『ピー』というブザー音 
ととちに、電池交換サインび点 
滅する 


乾電池を交換しても電池交換ヴ 
インび点滅する 


ガスのにおいびする 
いやなにおいびする 







-1力所の点义操作ですベてのバーナーびスパ 
一 ークします。 

異常ではありません。 

- 

- 

-楽々点火ち式で点义/消乂ボタンから手を放 
してをスパークび続をます。（最長約7秒） 
異常ではありません。 

- 

◎③ 

④⑤ 

-グ U ルとびらは確実に閉まっていますか？ 

] 白 

①② 

③ 

-焼さ加減の設定、調理物の置さかたは合って 
いまずか？ 

20-21 -22 

-調理物にあった义力にしていますか？ 

21-22 

◎③ 

-グ1」ル排気□カバーは付いていますか？ 

グ1」ル排気□カバーを正しく取り付けてください。 

26 

① 

•みそ農けやかす農けの魚を焼くとさは、みそ 
やかずは取ってから焼いていますか？ 

20 

◎ 

-を蔵庫から出した;令たいままの魚などを焼い 
ていませんか？ 

-しっかりと解ましていますか？ 

11-20 

④ 

-脂のをい魚などを焼くと煙びをく出るため、 

グ1」ル妇庶 aii (外からも煙び出る場合びあり 
ます。異常ではありません。 

22 

-初めてグリルを使ラとをは、煙やにおいび出 
る場合びありますび、異常ではありません。 

グ1」ル庫内の金属部品に残った加工油を焼さ 
切るためです。グ U ル焼網を取り出し、約8 
分空焼さしてください。 

19 

•グ1」 J レ庫内やグ1」 J レ受け皿び巧れてし^ませんか？ 
残った調理物などび焦げて、煙やにおいび出 
る場合びあります。お手入れしてください。 

27 

⑤ 

•消し忘れ消火機能びはたらいていませんか？ 
再度点义して < ださい。 

22 - 29 

-連続で使用する場合などでグ U ル庫内び高温 
になっていませんか？ 

グ1」ル庫内び;令めるまで(約3分)待ってから 
使用して < ださい。 

-調理物の状態によって、水分びはじけて水蒸気 
び発生し、まれに途中消火する場合びありまず。 
再度点乂して < ださい。 

- 

- 

•乾電池び消耗しています。乾電池を交換して 
<ださい。 

乾電池を交換する(電池交換サイン点滅)めや 
すは約]年です。 

23 

- 

-乾電池に記載されている使用推奨期限を確認 
してください。 

未使用の乾電池でち、古<なった乾電池は消 
耗していますので、新しいアルカ1」乾電池(単 

1お： 2個）に交換してください。 

23 

- 

-風で义び消えていませんか？ 

29 

-煮こぼれや水ミ商びついていませんか？ 

2白 

-周囲に燃えやすいちのやプラスチック製品な 
どがありませんか？ 

己 
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ご質問の内容 


詳細の 

番号 


ご質問の回答 


ご確認していただぐ 
ぺージ 



使用中、消义後に音びする 

X ご質問の詳細 ） 

①消义樹こ r ピー」とブザー音がずる 
© 「ポン」と音がする 

③ 「カチッ」と音がする 

④ キシミ音がする 

⑤ r シャ ー J と音がずる 

⑥ 点义巧]期に r ポッポッ J と音びする 



-点乂/消义ボタンを戻し忘れていませんか？ 
自動消义したり、ま全機能により火び消えた 
とさに、点火/消火ボタンを戻し忘れると、 
已分おさにブヴー音『ピー』でお知らせします。 

の※必ず点乂/消乂ボタンを r 消火の状態」にして 
ください。 戻し忘れたまま放置すると、乾電 
池の消耗が早くなりまず。 

※他のバーナーを使用中は、ブヴー音は鳴りま 
せん。 

- 

-コン□バーナー使用後の火の消えたとさの音 
な です。異常ではありません。 

^ バーナーキャップび正しく取り付けされてい 

ないと、音びする場合びありまず。 

25 

^ -火力を切り替える動作音です。 

W 異常ではありません。 

- 

-点义をや消乂後にキシ S 音びでますび、加熱 
@ や;令却されるとさに、金属び膨張収縮して起 

こる音です。異常ではありません。 

-コン□バーナー使用中 r シャー」と音びします 
這）び、燃焼するガスの通過音です。 
異常ではありません。 

-機器び; 令えている状態で点火するとしばらく 
@ 音びする場合びあります。 

異常ではありません。 

機器び温まると音はなくなります。 
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故障かな？と思った 5 


こんなとをは 


I 詳細の 
番号 


確認してください 


ご確認していただぐ 
ぺージ 


点义しない 

A 症状の詳細 ) 

①点义しない 
◎ 点义しにくい 
盾） スパーク しない 
④点义してもずぐ消える 



①② 

③④ 

-電池交換サインび点滅していませんか？ 

乾電ミ也び消耗していて、機器を作動させる電圧びなく 
なったためです。巧しいアルカリ乾電ミ也(単1お： 2個） 

に交換してください。 

23 ■ 3已 

'ノ（ーナーキャップび傾いたり、浮いたりしていませんか？ 

10-25 

-点乂/消火ボタンを止まるまでいっぱいに押していまずか？ 

15 ■ 21 

-アル S はく製しる受けを使用していませんか？ 

使用しないで < ださい。 

己 

①② 

③ 

-バーナーのが□びつまっていませんか？ 

点义プラグ、立消え安全装置、バーナーキャップびめ 
れたり、巧れたりしていませんか？ 

25 

-グ U ルはコン□にくらべて点乂に時間びかかりまず。 

- 

①質 

-ガス栓を全開にしていますか？ 

14 ■ 19 

- LP ガスがな<なりかけていませんか？ 

( LP ガスをご使用の場合） 

- 

-ガス配菅に空気び残っていませんか？ 

(長期間使用していなかったり、朝一番など)点火操作 
を繰り返してください。 

- 

①③ 

. □ックを解除していまずか？ 

14 ■ 19 

④ 

-温度センサーび高温になっていませんか？ 

安全装置び作動して消义した場合、温度センサーの温 
度び下びるまで点义してをすぐ消乂します。 

29 


炎の状態びおかしい 

X ' 症状の詳細つ 

①炎が安定しない 

© 炎が黄色い、ホい 

(3) 異常音をたてて燃える、消える 

④ 炎が均一でない 

⑤ 使巧中炎が消える 

⑥ 鍋にずずがつ< 



①② 

◎④ 

⑤© 

-バーナー炎□びつまっていませんか？ 

点乂プラグ、立消え安全装置、バーナーキャップびめ 
れたり、巧れたりしていませんか？ 

2己 

-ノくーナーキャップび傾いたり、浮いたりしていませんか？ 

10-25 

①曾 
◎④ 
⑤ 

-風び吹を込んでいませんか？ 

扇風機や;令暖房機器の風びあたっていませんか？ 

7-10 

◎④ 

◎◎ 

-アル S はく製しる受けを使用していませんか？ 

使用しないで < ださい。 

已 


-換気をしていますか？ 

7 

◎⑤ 

-火力調節をはや<操作していませんか？ 

はやく操作すると、炎びホくなったり、消义ずる場合 
びあります。 

異常ではありません。ゆっくり操作してください。 

- 


-加湿器を使用していませんか？ 

加湿器を使用すると水分に含まれるカルシウムび燃え 
て炎びホくなることびありまず。異常ではありません。 

- 

② 

-コン□とグ U ルを同時に使用していませんか？ 

グ1」ル使用時にコン□を使用すると焼をものの塩分(ナ 
卜 U ウム）やカルシウムび燃えて、コン□の炎もホく 
なります。異常ではありません。 

- 


-义力調節時に一瞬炎び黄色くなったり大きくなる場合 
びあります。異常ではありません。 

- 
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こんなとをは 


詳細の 

番号 


確認してください 


ご確認していただ< 
ぺージ 
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ブザー音-ランプ表示について 





コン□消し忘れ消火機能が作動し 
たとを 


\ヒ/ 


点义/消'义ボタンを戻し忘れたとを 


\ピ-ピ -/ 

— 

ノ '! •ーナー途中消乂 
(煮こぼれや風などで消乂したとを） 

点义/消义ボタンを r 消'义の状態」 

に戻してください。 

が,-!* プか / Tfil 、1_十 r スレ±1+ 1 公 

\ピ-トピ 7 

— 

バーナー不着义 
(点义に失敗したとき） 

れ iM 了 C ■わ保しりしけ々こさな、下刃' 

換気をしてか5、再度点义してく 
ださい。 

ピ—ピ— 

が-ピブ 


焦げつきや異常高温になったとを 



点乂/消乂ボタンを長く巧し続け 
たとを 



t 点滅 

ヴリル 

グリル消し忘れ消乂機能が作動し 
たとを 


\ヒ-/ 

— 

点义/消'义ボタンを戻し忘れたとき 

点乂 /消义ボタンを r 消义の状態」 

に戻してください。 

\ピ-ピ -/ 

t 点滅 

ヴリル 

バーナー途中消义 

続けてお使いになるとをは、十分 
換気をしてか5、再度点义してく 
ださい。 

\ピ-トピ 7 

t 点滅 

グリル 

バーナー不着义 
(点义に失敗したとを） 

グ U ル過熱防止センサーがはた6 
いているときは、点义しても手を 
離ずと消义しまず。 

ピ—ピ— 

、点滅 

ブリル 

点乂/消乂ボタンを長く巧し続け 
たとを 

しば日く（約 3 分)待ってか 6 再点 
义して < ださい。 

\ピ-ピ -/ 

t 点滅 

ブリル 

グリル過熱防止センサーび作動し 
たとき（空焼きした場合や、焼きす 
ざた場合） 


が-/ 



乾電池を交換してください。 

電池交換 

乾電池が消耗してきたとを 

(23 ページ） 

アルカリ乾電ミ也(単 1 お： 2 個） 


上記の処置方法で直！5ないときや、次のブザー音、表示が出たとき 


\ピ-ピブ 

(繰り返し） 


(10 秒間） 


\ピー/ 。〇秒間） 


点検び必要でず。 

点义/消义ボタンを r 消'义の状態 J に戻し、 
お買い上げの販売店または、ちよりの弊 
社(裏表紙連絡巧参照）に連結して < ださ 
し、。 




自動消火した場合は、必ず点乂/消火ボタンを r 消火の状態」に戻してください。 
点义/消火ボタンを戻し忘れると、已分おさにブヴー音『ピー』でお知 b せします。 
ただし、他のバーナーを使用中は、ブヴー音は鳴りません。 

戻し忘れたまま放置ずると、乾電池の消耗び早くなりまず。 


□ 


ブザー 


処置方法 


お知5せ 


ランプ表示例 


ブザー 


処置方法と 
再使用時のを意事項 


お知5せ 


乾電池 


ヴ U ル 
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仕様 • アフターヴービス 


仕様 


品 名 

ガスビルトインコン □ 

型式 名 

C 3 GK 2 RSR 

C 3 GK 2 RSL 

点 义ち式 

連続 スパーク 点义 

まむ - を全機能 

'□ッ ク 機能 \ ( をパ '— ナ _) 

■立消え安全装置 ハて J 

- 焦げつさ自動消火機能 1 
- 天ぷら油過熱防止機能 y (コン □ノ（ーナー） 

•コン□消し忘れ消火機能」 

•グ U ル過熱防止センサーパ 1111"' + 、 

' グ1」ル消し忘れ消乂機能/ロリルハ-す - j 

付属品 

- 取扱説明書(保証書付）-工事説明書-アルカリ乾電池逆1お： 2個） 

が お 寸 法 

高さ 272 mmx 巾畐己 98 mnnx 奧日 2 nim ( トッププレート巾畐已目 3 mm ) 

が .5 

貨 m 

16. 己 1 <呂 

使用 ガス 

使用ガス グループ 

1時間当たりのガス消費量 kW 

ガス 

接続口 

個別ガス消費量 

全点火時 
ガス消費量 

高劾〕ン〇 

標準 コン □ 

後 コン □ 

グリル 

都市ガス用 

13 A 

12 A 

4.20 

13,610 kcal/hl 

3.90 

に， 3 已 0kcal/h( 

2.97 

!2, 已已 Okcal/hl 

2.79 

に， 4 日日 kcal/hl 

1.28 

11.100 kcal/h! 

1.20 

11.030 kcal/hl 

1.28 

11,100 kcal/hl 

1.20 

11,030 kcal/hl 

8.72 

17,500 kcal/hl 

8.13 

16,990 kcal/hl 

Rcl /2 
けネジ） 

L P ガス 用 

4.20 

に. 3 日 Ik 呂 /hi 

2.97 

i0.213kg/ht 

1.28 

10.092 kg/hl 

1.28 

に.日目 2k 呂 /ht 

8.58 

10.615 kg/hl 


◎本仕様は改良のためお知らせせずに変更することびありまずびご了承ください。 


アフターサービス 


ヴービスのお申し込み 


- 『Q&A はくあるご質問)』『故障かな？と思ったら』 
『ブヴー音' ランプ表示について』を見て、をラ 
一度確認してください。 

•確認のラえ、それでを不都合な場合あるいは、 
ご不明な場合はご自分で修理しないでお買い上 
げの販売店または、ちよりの脾社（裏表紙連絡先 
参照)にお問い合わせください。 

なお、連絡されるとさは、ち記のことをお知ら 
せください。 


1. 品 名：ガスビルトインコン □ 

2. 品名コード：（電池ケースふたの裏面に貼付の鈴 

板をご覧ください。 （4 ページ）） 

3. 型式名：（電池ケースふたの裏面に貼付の鈴 

板をご覧ください。 （4 ページ）） 

4. 故障または異常の内容（でさるだけ詳しく） 

巳.ご住所-お名前-電話番号-道順(できるだけ詳しく） 


面居される場合 


ガスには都市ガス(数種類)および L P ガスの区分びあります。 

-ガスの種類び異なる i 也ぼへ転居される場合には、部品の交換や調整び必要となりますので転居先のガスの種 
類を確認のラえ、お買い上げの販売店または、転居先のガス事業者にお問い合わせください。 

この場合、調整-改造に要する費用は保証期間中でち有料となります。 

-この機器は1 3A(12A) . LP ガスのみの仕様でず。化のガス種には調整.改造できません。 


巧証書 


取扱説明書の38ページび保証書になっています。 

-な証書に記載されているよラに機器の故障については、一定期間-一定条件のをとに修 S いたします。保証書を 
紛失されますと、巧料修理期間内であっても修理費をいただくことびありますので、大切に保管してください。 

-無料修理期間経過後の修理については、お買い上げの販売店または、ちよりの興社（裏表紙連絡先参照）にお 
問い合わせください。修理によって性能び維持できる場合は修理(有料)いたします。 

補修用性能部品の巧ち期間 


-この製品の補修用性能部品《機能を維持するための必要な部品》の保有期限は、製造打ち切り後已年間です。 
ただし、保有期間経過後であってを補修用性能部品の在庫びある場合は、有料修理いたします。 



































変換部品.別売部品 


交換部品（お客さまにて取り替え可能な部品) 


下記の部品(有料）は、お客さまご自身にてお取り替えしていた 
だくことびでさます。お巧めの場合は、インターネットの販売 
サイト （ htl : p :// ec . harman . co . jp /)、 01 20-38-8 180(電話 
料金無料)、お買い上げの販売店にお問い合わせください。 



交換部品や伍利グツズびご腫入でをまず。 


巧しくは ►►► htt 


.harman.co.Jp/ 


ミちれたまま放置したり、故障などで部品がいたんできた5、お早めに交換してくださし、。 


名 称 

お 

現金標準価格：税込 

部品コード 

ごとく（大） 

(高火力-標準コン□用） 


¥ 1，78 曰 

( 本体価格 \ 

^ ¥1，70か 

LG0F1 20030207 

ごとく（ル） 

(後コン□用） 

が 

¥ 1,680 

( 本体価格 \ 

'v ¥1，60か 

DG2U1 2004106 

バーナーキヤップ(大） 
(高火カコン□用） 

© 

¥ 1,890 

( 本体価格 \ 

'v ¥1，80か 

DG2U 32003107 

バーナーキヤップ(大） 
(標準コン□巧） 

臀 

¥ 1,890 

( 本体価格 、 

¥1，80か 

DG2U 32005101 

バーナーキヤップ(ル） 
(後コン□用） 

淳 

¥1，□曰日 

( 本体価格 \ 

^ ¥1，00か 

DW1F 320187103 

カバー U ング(大） 

(高火力-標準コン□用） 

◎ 

¥ 

525 

( 本体価格 \ 

[ ¥日□か 

LG0F1 20070207 

カバー1」ング(ル） 

(後コン□巧） 

◎ 

¥ 

473 

( 本体価格 、 

^ ¥ 4己 か 

DG2U1 2053006 

グ U ル排気ロカバー 

%. 

¥ 

788 

( 本体価格 \ 

^ ¥ 7 己 か 

DW3C 120050109 

グ1」ル焼網 


¥ 

630 

( 本体価格 \ 

¥ 6 □か 

DG2U 33007104 

グ1」ル受け皿 


¥S，1 00 

( 本体価格 \ 

[ ¥2, 00か 

DG2U 33005100 


2日1日年12月現在の価格でず。価格•仕様は、予告なく変更される場含びあ0ます。あ5かじめご了承ください。 
上記部品の価格には、配送費は含まれておりません。詳しくは、日に日- 38-8 180にお問い合わせください。 
乾電池は電気店などでお買いまめください。 

※イラストは参考です。詳しくは『各部のなまえ』 （1 ページ)を参照して<ださい。 


別売部品 


• お買い上げの販売店または、ちよりの弊社(裏表紙連絡先参照)にお問い合わせください。 


名 称 

お 

現金標準価格：税込 

部品コード 

魚す < つて 


¥ 630 

( 本体価格 \ 

V ¥目日か 

LP 0136 


2日1日年12月現在の価格でず。価格•仕様は、予告なく変更される場含びあ0ます。あ5かじめご了承ください。 

上記部品の価格には、配送費は含まれておりません。詳し<は、わよりの弊社(裏表紙連絡先参照)にお問い合わせください。 
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保記書 
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'll 


保証書 



3. 

4. 

己. 

目. 

7. 


このたびは当社製品をお買上げいただきましてあ 0 びとラございます。この保証書はお客様の正常な使用状態において万一、機器本体 
び故障した場合には、本書の記載内容で無料修理を行ラことを約束するものです。 

く無料修理規定> 

1. 取扱説明書、本体貼付ラベルなどのを意書に従った正常な使用状態で故障した場含には、お買い上げの販売店または、をよ0の弊[1!1 
社(裏表紙連絡先参照)が無料修理致します。 

2. 保証期間内に故障し、無料修理を受ける場合は、お買い上げの販売店または、わよ0の弊社(裏表紙連絡先参照)にご依頼のラえ、 
本書をご提示<ださい。なお、離島および離島に準ずる遠隔地への出張修理を行った場をには、出張に要する実費を申し受けます。 

ご転居の場含は、事前にお買い上げの販売店にご相談ください。 

ご贈答品で本保証書に記入してあるお買い上げの販売店に修理びご依頼でをない場合には、ちよりの弊社(裏表紙連絡先参照)にご 
相談ください。 

本書は日本国内においてのみ有効です 。 〔This warranty is valid only in Japan .) 

本書は再発行致しませんので、紛失しないよラ大切に保管してください。 

保証期間内でち次の場合には有料修理になります。 

(イ）住宅用途(業務用：喫茶店、飲食店など）でご使用にな5れた場合による故障および損傷。 

(□) 車耐船舶に備品として搭載された場含に生じた故障および損傷。 

(八）工事説明書および取扱説明書などに指示する方法 m がの工事設計または取付工事などび原因で生じた不具を、故障および損傷 。I 
(二）お買い上げ媛、取付場所の移動-落下などによる故障および損傷。 ！|-|| 

(ホ）建築お体の変形など住宅部品本体!;(がの不具含に起因する機器の不具含および塗装の退色、方ツキの軽微な傷、簡など設計 
仕様の範囲巧の感覚的な現象の場合。 

(へ）適切な使用、維持管理を巧わなかった場合および不当な修理や改造による故障および損傷。 

(卜）ガスの供給事情による故障および損傷。 

(チ）指定規格政がのガス（ガスグループ）および電気（指定がの電池含む）で使巧された場合。 

( U ) 火災-爆発などの事故、落雷-地震-噴火-風水害-煤煙-異常気象などの天災-地変および戦争-曇動など破壊行為によ 
る故障および損傷。 

(50 海岸付近-温泉地などの地域における塩害-腐食性の有害ガスおよびほこりなどの空気環境に起因する故障および損傷。 

(ル）ねずみ•鳥•くち-ゴキブリなどの動物の侵入および行為に起因する故障および損傷。 

(ヲ）消耗部品の取0誓えおよび保守などの費用。 

(ワ）熱量変更に伴なラ改造-調整の場合。 

(力）本書の提示びない場合。 

(ヨ）本書に保証期間、お客様名、販売店名の記入摇印のない場含、あるいは字句を書さ誓えられた場合。 


お 客 様 

お名前 

TEL 

ご住所〒 

保証期 間 

お買い上げ 年 月 日か 51 年間 

販 売 店 

店 名 

TEL 

住 所〒 


※保証期間巧のサービス活動およびその後のま全点検活動のために、お客様の記載内容を利用させていただく場合がありまずので、ご 
了承ください。 

※この保証書は本書に明示した期間、条件のわとにおいて無料修理をお約束するものです。従って、この保証書によってお客様の法律 
上の権利を制限するわのではありませんので、保証期間経過後の修理などについてご不明の場含は、お買い上げの販売ちまたは、わ 
よりの聘社(裏表紙連絡先参照)にお問い含わせください。 

※保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳しくはアフターサービス欄をご覧ください。 


が式舍巧 


A-rj 


〒已已 4- 0023 

大阪市此花区春曰出南3 — 2— 1日 
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年月 曰 

修理記録 （修理内容） 

サービス員® 
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長年ご使用のガス機器の点検をぜひ！ 

-とさどさガスくさい。 -キーやボタンの操作び不お実。 

■焦げくさいにおいびずる。■コン□部、グ U ル部び点义しにくい。 

-その他の異常や故障びある。 

' 1;(上のよラな症状のとさは、ガス栓を閉じ、故障や事故防止のため、’ 
必ず販売おに点検•修理を相談してください。 


株式を社 A ■の 


本社〒已已 4-0023 大阪市此花区春日出南 3-2-1 0 


アフターサービスについての 

お問い合わせは 商品についてのお問い合わせは 


( 修 Bg が izy タ ニ^ サ_ビスはハィハ_マン 


電話料金 
無料 


0120-38-8180 


r お客をセンター) 

巧 06-4804-86I4 


• 受付時間/24時間サービス受付 
携帯電話か5のお問い合わせは泣 078 - 928-5496 

(受付時間/8:30〜 19:00) 


•受付時間/平曰、±曜日目:□□〜18:00 
旧'祝日'弊社指定イ木日は除く） 


この取扱説明書は再生紙を使用しています。 















